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い
よ
い
よ
８
月
５
日

（
現
地
時
間
）

か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
を
舞
台
に
南
米
初
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
幕
し
ま
す
。
前
回
大
会
の

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
５
名

の
本
県
ゆ
か
り
の
メ
ダ
リ
ス
ト
が
誕

生
し
、
地
元
は
も
と
よ
り
、
日
本
中

が
熱
狂
し
ま
し
た
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
厳

し
い
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
晴
れ
て
日

本
代
表
の
座
を
獲
得
さ
れ
た
、
多
く

の
本
県
ゆ
か
り
の
選
手
が
出
場
し
ま

す
。津

山
市
出
身
の
岡お

か

だ

な

お

や

田
直
也
選
手

は
、
射
撃
競
技
の
代
表
で
す
。
出
場

種
目
の
10
ｍ
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
は
、
立
射

と
い
う
不
安
定
な
姿
勢
で
銃
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
集
中
力

の
持
続
が
問
わ
れ
る
競
技
で
す
。
岡

田
選
手
は
、
大
学
進
学
を
機
に
射
撃
に
出
会
い
、
競

技
開
始
か
ら
わ
ず
か
７
年
で
日
本
代
表
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
ま
し
た
。
10
ｍ
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
の
日
本
記
録
保
持

者
で
あ
り
、
岡
山
県
勢
で
最
初
の
リ
オ
五
輪
出
場
を

決
定
し
ま
し
た
。

環
太
平
洋
大
学
に
在
学
す
る
梅う

め

き

ま

み

木
真
美
選
手
は
、

柔
道
女
子
78
㎏
級
で
代
表
の
座
を
射
止
め
ま
し
た
。

小
学
校
３
年
か
ら
競
技
を
始
め
、
熊
本
県
阿
蘇
中
央

高
校
時
代
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
78
㎏
級
や
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

で
優
勝
す
る
な
ど
輝
か
し
い
実
績
で
同
大
学
に
進
学
し

ま
し
た
。
１
７
４
㎝
の
上
背
を
生
か
し
た
大
外
刈
り
と

寝
技
を
武
器
に
大
会
に
臨
み
ま
す
。

馬

術

競

技

で
は
、

蒜

山

ホ
ー

ス
パ
ー

ク
の

原は

ら

だ

き

い

ち

田
喜
市
選
手
が
愛
馬
エ
ジ
ス
タ
ー
と
の
コ
ン
ビ
で
、

馬
場
馬
術
に
出
場
し
ま
す
。
馬
場
馬
術
は
、
定
型

（
60
ｍ
×
20
ｍ
）
の
馬
場
で
、
規
定
の
運
動
演
技
を
行

う
競
技
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
課
目
を
調
和
を
保
っ

て
正
確
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
人
馬
一
体
の

妙
技
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

自
転
車
競
技
男
子
Ｂ
Ｍ
Ｘ
で
は
、
笠
岡
市
出
身

の
長な

が
さ
こ
よ
し
た
く

迫
吉
拓
選
手
が
出
場
し
ま
す
。
長
迫
選
手
は
、

４
歳
で
Ｂ
Ｍ
Ｘ
に
乗
り
は
じ
め
、
９
歳
で
世
界
選
手

権
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
か

ら
全
日
本
選
手
権
５
連
覇
中
の
他
、
世
界
選
手
権

や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
の
国
際
レ
ー
ス
で
高
成
績

を
積
み
重
ね
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
出
場
を
つ
か
み
取

り
ま
し
た
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、
岡
山
シ
ー
ガ
ル

ズ
か
ら
山や

ま
ぐ
ち
ま
い

口
舞
、
宮み

や
し
た
は
る
か

下
遥
、
倉
敷
市
出
身
の

荒あ

ら

き

え

り

か

木
絵
里
香
、
石い

し

い

ゆ

き

井
優
希
の
４
選
手
が
日
本
代
表

メ
ン
バ
ー
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
本
県
ゆ
か
り
の
選
手
の
出
場
が
期
待

さ
れ
る
男
子
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ア

ジ
ア
最
終
予
選
で
も
大
活
躍
し
た
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡

山
の
矢や

じ

ま

し

ん

や

島
慎
也
選
手
に
活
躍
の
期
待
が
か
か
り
ま

す
。ま

た
、
９
月
７
日
か
ら
始
ま
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
車
い
す
男
子
４
０
０
ｍ
（
Ｔ
５
２
ク
ラ
ス
）
の

佐さ

と

う

と

も

き

藤
友
祈
選
手
が
昨
年
10
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
障

害
者
陸
上
の
世
界
選
手
権
で
優
勝
し
、
代
表
に
内

定
し
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
開
幕
す
る
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

岡
山
県
ゆ
か
り
の
選
手
の
皆
さ
ん
へ
、
力
一
杯
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
６
月
27
日
現
在
の
情
報
に
基
づ
い
て

　
　

記
述
し
て
い
ま
す
。

岡
山
県
で
は
、
「
岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
条
例
」

に
基
づ
き
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
健
康
な
身
体
と
豊
か
な
心
を
育
み
、
郷
土

岡
山
を
誇
り
に
感
じ
、
未
来
に
夢
と
希
望
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
に
向
け
て
は
、
「R

o
ad to

 T
O

K
Y
O

 2
0
2
0
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
「
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
育
成
事
業
」
で
は
、
一
人

で
も
多
く
の
本
県
ゆ
か
り
の
選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
で
き
る
よ
う
、
有
望
な
ア
ス
リ
ー
ト
を
強
化

指
定
選
手
と
し
て
指
定
し
、
選
手
育
成
に
必
要
不

可
欠
な
支
援
を
多
角
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　リオデジャネイロオリンピック ・ パラリンピック

　　　　　　　　　　　　　　　　岡山ゆかりの選手応援

岡田直也選手

梅木真美選手

原田喜市選手

長迫吉拓選手

平成２８年度　東京岡山県人会総会

岡山県人の集い

　　●日時　平成２８年９月２日 （金）

　　　　　　　　１８ ： ００～２０ ： ００

　　●場所　ザ ・ キャピトルホテル東急

　　　　　　　　　１階大宴会場 「鳳凰」

　　　東京都千代田区永田町２－１０－３

　　　　　ＴＥＬ ： ０３－３５０３－０１０９

　　　　　国会議事堂前駅 ・溜池山王駅

　　　　　　　　　　　　６番出口　地下直結

急

　　　

　　　　　



２０１６年７月８日　東京岡山県人会　会報　第３０号 　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　
　

進　

化　

中　

！

　

も
う
す
ぐ
２
周
年
を
迎
え
る
鳥
取
県
と
の
共
同
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
」
の

進
化
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
に
は
１
階
シ
ョ
ッ
プ
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
カ
ウ
ン

タ
ー
と
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
10
日
間
で

蒜
山
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ソ
フ
ト
と
大
山
白
バ
ラ
ソ
フ
ト
を
合

わ
せ
て
３
千
個
近
く
販
売
し
た
ほ
か
、
両
県
の
フ
ル
ー

ツ
を
使
っ
た
飲
み
物
な
ど
の
販
売
も
始
ま
り
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
新
た
な
目
玉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　

２
階
の
ビ
ス
ト
ロ
カ
フ
ェ
「
も
も
て
な
し
家
」
で

は
、
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス

（
２
種
類
：
２
，
６
８
０
円
／
３
，

２
８
０
円
）
が
登
場
。
「
選
べ
る
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」
で
、

お
酒
を
飲
ま
れ
な
い
お
客
様
に
も
大
好
評
で
す
。
７
月

か
ら
は
「
白
桃
パ
フ
ェ
」
（
も
ち
ろ
ん
岡
山
産
）
も
メ
ニ

ュ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
。
各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
や
同
窓
会

で
、
岡
山
県
産
の
料
理
と
お
酒
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
と
県
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押

し
。
白
桃
や
ブ
ド
ウ
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
今
年
は
、

県
産
フ
ル
ー
ツ
の
お
い
し
さ
を
体
感
い
た
だ
く
試
食
販

売
も
充
実
し
ま
す
。

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
東
京
で
ふ

る
さ
と
岡
山
を
感
じ
ら
れ
る
」･･･

そ
ん
な
お
店
づ
く

り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

一
度
と
い
わ
ず
、
二
度
三
度･･･

∞
。
「
と
っ
と
り
・

お
か
や
ま
新
橋
館
」
に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

鳥
取
県

・
岡
山
県
共
同
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　
「
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
」

　

年
中
無
休

（
12
月
31
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

　

〒
１
０
５-

０
０
０
４　

港
区
新
橋
１-

11-

７

　
　
　
　
　
　
　

新
橋
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ス
１
階･

２
階

　

１
階　

シ
ョ
ッ
プ　
　

（
営
業
時
間
：
10
時
～
21
時
）

　
　

           　
　
　
　
　

電
話
０
３-

６
２
８
０-

６
４
７
４

　

２
階　

ビ
ス
ト
ロ
カ
フ
ェ
「
も
も
て
な
し
家
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
営
業
時
間
：
11
時
～
22
時
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
０
３-

６
２
８
０-

６
４
７
５

　

観
光
・
移
住
コ
ー
ナ
ー　

（
相
談
時
間
：
10
時
～
18
時
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
０
３-

３
５
７
１-

０
０
９
２

　
「
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
」
で
は
、
白
桃
、
ブ

ド
ウ
、
備
前
焼
な
ど
、
夏
の
ギ
フ
ト
を
承
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
Ｈ
Ｐ　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

「
お
知
ら
せ
」
ー
「
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
夏
の
贈
り

物　

ス
タ
ー
ト
！
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
申
し
込
み
・
お
会
計
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
店
頭

で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

h
ttp:/

/
w

w
w

.to
rio

ka.c
o
m

　
　

新
橋
館
で
検
索

イートインコーナー

ソフトクリームカウンター

東京メトロ銀座線 「新橋駅」 直結

 ＪＲ 「新橋駅」 銀座口から徒歩１分

　
　

h
ttp:/

/
w

w
w

.to
rio

ka.c
o
m

　
　

館
で

新
橋
館館館

開　催　日 名　　　称 場　　　所

７月３０日 （土） ～３１日 （日） 産地直送！！　おかやまフルーツマルシェ
　おかやまの旬なフルーツ （白桃、 ぶどうなど） や加工品を販売

東急百貨店　吉祥寺店
（東京都武蔵野市）

８月６日 （土） ～７日 （日）
「薄桜鬼 刀剣録 ～幕末維新の刀剣展～」　ミニ特別出張展 from 日本刀の聖地 ・ 長船
　日本刀の聖地 ・ 長船からのミニ特別出張展！日本刀の展示、 職方による作業実演、　
トークライブ等のイベントを開催

とっとり ・ おかやま新橋館
２階催事スペース

８月２０日 （土）
「住みたいまち　おかやまへ　おいでんせぇ！」 おかやまの魅力を発見！！！
　岡山市を代表するくだものなどの試食会のほか、 移住トークセッション、 抽選会、 市
の行事のお知らせなど、 おかやまの魅力を思う存分味わえる各種イベント等の開催

とっとり ・ おかやま新橋館
１階ショップ入口
２階催事スペース

８月２１日 （日）
「葡萄の里 ・ いばら」 へようこそ！いばらぶどうＰＲフェア
　井原ぶどう （ニューピオーネ、 瀬戸ジャイアンツ等） やワインの試食 ・ 試飲と井原デ
ニム等の販売。 観光ＰＲ、 移住相談も開催

とっとり ・ おかやま新橋館
１階ショップ入口
２階催事スペース

８月２１日 （日） 18:00 キックオフ サッカー J ２リーグ
　ファジアーノ岡山　VS　千葉

フクダ電子アリーナ
（千葉市中央区）

９月１８日 （日）
おかやま移住座談会
　移住希望者を対象に、 岡山県へ移住した先輩移住者との座談会を開催

とっとり ・ おかやま新橋館
１階ショップ入口
２階催事スペース

９月１８日 （日） 13:00 キックオフ 女子サッカーなでしこリーグ
　湯郷ベル　VS　浦和レッズレディーズ

浦和駒場スタジアム
（さいたま市浦和区）

９月３０日 （金） ～１０月１日 （土）
備中観光展～備中地域をまるごと体験～ （仮称）
　岡山県西部 備中地域の産品の試食、 販売。 まち並み ・ 麺 ・ 地酒などの観光スポッ
ト情報もどっさり

とっとり ・ おかやま新橋館
１階ショップ入口
２階催事スペース

１０月１９日 （水） ～２１日 （金） 岡山地酒ＢＡＲ
　岡山の地酒大集合。 有料試飲会

とっとり ・ おかやま新橋館
２階催事スペース

１０月２６日 （水） ～３０日 （日）
岡山デニムフェア
　手間隙を惜しまず生産されたデニムの展示即売会

とっとり ・ おかやま新橋館
１階ショップ入口
２階催事スペース

１１月３日 （木 ・ 祝） サッカー J ２リーグ
　ファジアーノ岡山　VS　FC 町田

町田市立陸上競技場
（町田市）

１１月１２日 （土） サッカー J ２リーグ
　ファジアーノ岡山　VS　清水エスパルス

IAI スタジアム日本平
（静岡市清水区）

１１月１３日 （日）
岡山県北移住 ・ 定住フェア
　ふるさと作州の暮らしを知ろう。 津山圏域の合同移住 ・ 定住フェア

とっとり ・ おかやま新橋館
１階ショップ入口
２階催事スペース

１１月２３日 （水 ・ 祝）
まるごといばらうまいもんフェア
　芳井町明治のゴボウや美星星の郷青空市の物販コーナーのほか観光 PR など開催

とっとり ・ おかやま新橋館
１階ショップ入口
２階催事スペース

首都圏でのイベント情報

※平成 28 年 6 月 27 日現在の情報であり、 詳細は今後変更の可能性があります。
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『
宇う

だ
が
わ
げ
ん
ず
い

田
川
玄
随
』

　　

代
々
津
山
藩
医
を
勤
め
て
い
た
宇う

だ

が

わ

田
川
家
は
江
戸
詰
め
で
、

そ
の
活
動
拠
点
は
江
戸
で
し
た
。
当
時
、
江
戸
城
鍛か

じ

ば

し

冶
橋

門
内

（現
在
の
千
代
田
区
丸
の
内
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
ホ
ー
ム
付

近
）
に
あ
っ
た
津
山
松
平
藩
江
戸
藩
邸
に
お
い
て
、
主
に
藩

主
や
そ
の
家
族
な
ど
を
担
当
す
る
医
師
と
し
て
勤
務
に
あ

た
っ
て
い
た
の
で
す
。
宇
田
川
家
医
家
３
代
目
の
玄
随
は
父
や

叔
父
か
ら
漢
方
医
学
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
が
、
25
歳
の

頃
、『
解
体
新
書
』
の
翻
訳
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
桂

か
つ
ら
が
わ
ほ
し
ゅ
う

川
甫
周

ら
に
西
洋
医
学
の
話
を
聞
き
、
漢
方
と
違
っ
て
実
証
的
で
あ

る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
か
ら
蘭
学
の
道
を
志
し
ま

す
。
蘭
学
者
宇
田
川
家
の
始
ま
り
で
す
。
玄
随
が
30
歳
の

頃
、
西
洋
内
科
学
書
の
翻
訳
に
取
り
掛
か
り
、
約
１０
年
間

を
掛
け
て
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
日
本
初
の
西
洋
内
科
書

『
西せ

い
せ
つ
な
い
か
せ
ん
よ
う

説
内
科
撰
要
』
で
す
。

　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　
『
宇う

だ
が
わ
げ
ん
し
ん

田
川
玄
真
』

　

玄
随
が
43
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
後
、
宇
田
川
家
を
継

い
だ
の
が
玄
真
で
す
。
玄
真
は
伊
勢
の
出
身
で
、
も
と
安
岡

玄
真
と
い
い
ま
し
た
。
玄
随
の
弟
子
と
な
っ
て
、
桂
川
甫
周

や
大お

お
つ
き
げ
ん
た
く

槻
玄
沢
な
ど
に
蘭
学
を
学
び
、
玄
随
の
死
後
、
宇
田

川
家
の
養
子
と
な
り
ま
す
。
玄
真
の
業
績
と
し
て
、
最
大
の

も
の
は
『
医い

は
ん
て
い
こ
う

範
提
綱
』
と
同
付
図
『
内な

い
し
ょ
う
ど
う
ば
ん
ず

象
銅
版
図
』
の
出

版
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
内
容
は
解
剖
学
の
み
な
ら
ず
、

生
理
学
、
病
理
学
ま
で
含
ま
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
医
学
書
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
書
の

中
で
使
用
さ
れ
た
語
が
医
学
用
語
と
し
て
定
着
し
、
現
在
で

も
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

大
腸
・
小
腸

（『
解
体
新
書
』
で
は
「
厚

こ
う
ち
ょ
う

腸
・
薄

は
く
ち
ょ
う

腸
」
と
い

っ
て
い
た)

や
腺
・
膵

（玄
真
が
新
た
に
作
っ
た
文
字
）
な

ど
が
そ
の
例
で
す
。
ま
た
、『
内
象
銅
版
図
』
は
日
本
初
の

銅
版
解
剖
図
で
し
た
。
そ
の
他
、
玄
真
は
、
幕
府
天
文
台

蛮ば

ん
し
ょ
わ

げ

ご
よ
う

書
和
解
御
用
に
、
召
し
出
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
文
書
の
翻

訳
や
「
厚こ

う
せ
い
し
ん
ぺ
ん

生
新
編
」
事
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

「
厚
生
新
編
」
事
業
と
は
フ
ラ
ン
ス
人
シ
ョ
メ
ー
ル
の
『
家
庭

百
科
事
典
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
を
翻
訳
す
る
も
の
で
、
日
本

初
の
蘭
日
辞
書
『
ハ
ル
マ
和
解
』
の
編
纂
に
も
協
力
し
、
当

代
随
一
と
い
わ
れ
た
玄
真
の
語
学
力
が
評
価
さ
れ
て
の
任
命

で
し
ょ
う
。「
厚
生
新
編
」
の
翻
訳
事
業
は
30
年
以
上
続
け

ら
れ
、
数
多
く
の
蘭
学
者
が
訳
官
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　
『
宇う

だ
が
わ
よ
う
あ
ん

田
川
榕
菴
』

　

玄
真
の
跡
を
継
ぎ
、
蘭
学
者
宇
田
川
家
の
３
代
目
と
な

っ
た
の
が
榕
菴
で
す
。
榕
菴
は
美
濃
大
垣
藩
医
江え

ざ
わ
よ
う
じ
ゅ

沢
養
樹

の
長
男
と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
１４
歳
の
こ
ろ
、
父

の
師
宇
田
川
玄
真
に
請
わ
れ
て
養
子
と
な
り
ま
す
。
当
初
、

玄
真
の
元
で
漢
学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
榕
菴
は
早
期
に

蘭
学
を
学
ぶ
こ
と
を
熱
望
。
玄
真
は
そ
の
熱
意
に
負
け
、
蘭

学
を
学
ぶ
こ
と
を
許
可
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
年
、
榕
菴

は
漢
学
を
十
分
学
ぶ
前
に
、
蘭
学
の
道
に
進
み
は
じ
め
た

こ
と
を
悔
や
ん
で
い
る
、
と
自
分
の
年
譜
で
述
べ
て
い
ま
す
。

蘭
書
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
た
め
に
は
、
漢
文
の
素
養
が
不

可
欠
だ
か
ら
で
す
。

　

榕
菴
の
業
績
で
大
き
な
も
の
が
西
洋
植
物
学
と
化
学
の

日
本
へ
の
紹
介
で
す
。
日
本
最
初
の
西
洋
植
物
学
の
啓
蒙

書
『
菩ぼ

た

に

か

き

ょ

う

多
尼
訶
経
』
を
文
政
５
年

（１
８
２
２
）
に
、
続

い
て
、
天
保
５
年

（
１
８
３
４
）
に
本
格
的
な
植
物
学
書

『
植

し
ょ
く
が
く
け
い
げ
ん

学
啓
原
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
天
保
８
年
～
弘

化
４
年

（１
８
３
７
～
１
８
４
７
）
に
は
日
本
最
初
の
化
学
書

『
舎せ

い
み
か
い
そ
う

密
開
宗
』
を
出
版
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
績
か
ら
、
榕

菴
は
「
日
本
自
然
科
学
の
生
み
の
親
」
と
も
呼
ば
れ
、「
酸
素
、

窒
素
、
二
酸
化
炭
素
、
分
析
、
酸
化
・還
元
、
試
薬
」
な
ど
の
、

榕
菴
が
造
っ
た
用
語
は
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
榕
菴
が
西
洋
の
植
物
学
書
や
化
学
書
を
翻
訳
し

て
出
版
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
は
西
洋
の
科
学
を
母
国

語
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
が
、
明
治
以
降
の
急
激

な
近
代
化
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
好
奇
心
旺
盛
な
榕
菴
は
様
々
な
も
の
に
関
心

を
示
し
、
研
究
し
ま
し
た
。
１９
世
紀
初
頭
の
カ
ー
ド

（ト
ラ

ン
プ
）
に
興
味
を
持
ち
、
模
写
し
た
ト
ラ
ン
プ
セ
ッ
ト
「
オ

ラ
ン
ダ
カ
ル
タ
」
は
日
本
最
古
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
コ
ー
ヒ

ー
の
「
珈
琲
」
と
い
う
当
て
字
を
考
え
た
の
も
榕
菴
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
田
川
家
三
代
の
偉
業
は
西
洋
内
科
学
を
始
め
と
す
る
自

然
科
学
の
日
本
へ
の
受
容
に
止
ま
ら
ず
、
文
化
面
に
至
る
ま

で
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

（※
資
料
写
真
は
津
山
市
提
供
）

首
都
圏
の
中
の
お
か
や
ま

「
津
山
藩
医
・
宇う

だ

が

わ

田
川
家
に
つ
い
て
」

宇田川玄随 (1755-1797)

西説内科撰要 ( 日本初の内科書 )

宇田川玄真 (1769-1834)

宇田川榕菴 (1798-1846)

オランダカルタ

【浅草にあった幕府天文台跡説明板】

【有楽町駅前から見た津山松平藩江戸藩邸跡】

内象銅版図

医範提綱

舎密開宗

写真手前の線路が
走っている辺りから
東京駅ホームにか
けてが津山藩江戸
藩邸跡。 広さは約 1
万 2,000 坪あった。

玄真が藩医を勤める傍
ら、 翻訳に当たった蛮
書 和 解 御 用 は、 1811
年に幕府天文台の外
局として設置された。

( 日本最古 ) ( 日本最初の化学書 )

( 日本初の銅版解剖図 )
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☆☆☆ 女性部だより ☆☆☆
　

　去る３月、１４名の参加のもと、「山田方谷をＮＨＫ大河ドラマに」

の気運を盛り上げるため、１泊２日で岡山旅行に行ってきました。

　初日は、 大切にしてきた江戸後期から現代までの雛人形を自

宅玄関などに飾る高梁市の 「町家通りの雛まつり」 を散策後、

夕方、 旧山陽道の面影を残す矢掛町へ移動し、 古民家 「矢掛

屋」 に宿泊して宿場町の風情を楽しみました。

　翌日は、 方谷終焉の地、 新見市大佐にある山田方谷記念館

で館長から方谷の晩年について学び、 方谷ゆかりの方谷庵、

方谷園、大佐神社を巡り慈愛あふれる人柄を改めて感じました。

午後からは、 新見市大佐で紅茶専用茶樹を植え、 紅茶を生産

しているアーリーモーニングの農園見学と紅茶セミナーの後、

県産紅茶を楽しみました。

　県人会女性部は、 女性会員の発起により平成１８年に発足し、

主に、 総会、 勉強会、 「県人の集い」 への参加、 岡山旅行、

クリスマス会 ・ 納会と年５回程度、 活動を行っています。 今年

度の勉強会、 岡山旅行については、 現在、 企画中です。 決ま

り次第、 お知らせしますので、 楽しみにお待ちください。

方谷園 （新見市大佐） 町家通りの雛まつり （高梁市）

平成２７年度　岡山旅行

◇◇◇ 吉備クラブ通信 ◇◇◇

　吉備クラブでは、 首都圏在住の各界で活躍されている方々と

若手会員や学生などが世代を超えて交流しています。

　６月２１日に開催した第３２回吉備クラブでは、 東京急行電鉄

株式会社　取締役　専務執行役員都市創造本部長　渡邊功氏

から、 「３つの日本、 ひとつの東急」 と題して、 東京急行電鉄

株式会社のまちづくり計画や都市について大変興味深いお話を

頂戴しました。 また、 その後の交流会では多数の方が参加し、

親睦を深めました。

　次回は小長啓一代表世話人がリーダーシップをテーマに講演

されます。 皆様お誘い合わせの上、 ご参加ください。

　＜次回の開催予定＞

　　日　時 ： 平成２８年１１月７日 （月）　１８時３０分から

　　場　所 ： ＫＫＲホテル東京　１１Ｆ　孔雀

　　講　師 ： 吉備クラブ代表世話人　小長　啓一

　　演　題 ： 未定

　　連絡先 ： ℡ （０３） ５２１２－９０８０ （岡山県東京事務所内）

講演の様子 交流会の様子

平成２８年６月２１日 （第３２回吉備クラブ）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
新
規
会
員
の
募
集

　

県
人
会
で
は
、
新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
職
場
、
知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
入
会
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
東
京
岡
山
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
会
申
込
が
で
き
ま
す
。
年
会
費
は
２
千
円
で

す
。
（　http://w

w
w

.pref.okayam
a.jp/page/detail-29984.htm

l　

）

■
住
所
等
変
更
手
続

　

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
観
光
、
特
産
品
な
ど
の
情
報
提
供
や
、
会
員
名
簿
の
配
付
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
住
所
な
ど
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
岡
山
応
援
寄
附
金
の
お
願
い

　

皆
様
の
、
岡
山
県
に
対
す
る
温
か
い
応
援
の
お
気
持
ち
を
是
非
、「
ふ
る
さ
と
岡
山
応
援
寄
附
金
」

と
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
岡
山
県
外
に
お
住
ま
い
で
１
万
円
以
上
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
、

お
か
や
ま
自
慢
の
特
産
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。
（
詳
し
く
は
、「
ふ
る
さ
と
岡
山
応
援
寄
附
金
」
で

検
索
）
お
申
込
み
は
岡
山
県
東
京
事
務
所
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

■
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信

（県
人
会
会
員
以
外
で
も
登
録
Ｏ
Ｋ
）

　

ふ
る
さ
と
岡
山
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
登
録

（変
更
）
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④E

-m
ail

ア
ド
レ
ス
を
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

　

〒
１
０
２-

０
０
９
３

　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２-

６-

３　
　

都
道
府
県
会
館
10
階　

　

岡
山
県
東
京
事
務
所
内　

東
京
岡
山
県
人
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

：０
３-

５
２
１
２-

９
０
８
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

：０
３-

５
２
１
２-

９
０
８
３

　

Ｅ
メ
ー
ル
：token

jinkai@
pref.okayam

a.jp　

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

：http://w
w

w
.pref.okayam

a.jp/page/detail-28927.htm
l


